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Tama Oral Rehabilitation Clinic 
１．所属構成員等 
口腔リハビリテーション科 
教  授 菊谷 武（口腔リハビリテーション多摩クリニック院長） 
田村 文誉（口腔リハビリテーション科科長） 
講  師 戸原 雄（口腔リハビリテーション科多摩クリニック医長） 
助  教 山田 裕之，保母妃美子，佐川敬一朗，古屋 裕康，矢島 悠里， 
臨床教授 Michael Groher，鈴木 文晴，松本 宜明，米山 武義 
臨床准教授 今井 庸子，五島 朋幸，花形 哲夫，吉田 光由 
臨床講師 鈴木 亮，西方 浩一，池田 登顕，南雲 健吾，三好 真人，佐々木 由香 
兵頭 洋子，沼田 淳子，大石 朋子，田代 晴基，岡澤 仁志，森 寛子， 
山根由起子，須田 牧夫 
スペシャルニーズ歯科
教  授  砂田 勝久 （歯科麻酔学講座） 
小森 成 （矯正歯科）(4月～12月) 
准教授 石垣 佳希 （口腔外科） 
講  師  篠原健一郎（歯科麻酔学講座） 
梅津糸由子（小児歯科） 
村松 健司  （小児歯科） 
山崎てるみ（小児歯科） 
筒井友花子（歯科麻酔学講座） 
助 教 酒井 有沙  （歯科麻酔学講座） 
森本 惠子  （歯科麻酔学講座） 
北詰 栄里  （口腔外科） 
松崎 祐樹  （小児歯科） 
新見 嘉邦  （小児歯科） 
光岡 一行 （矯正歯科） 
内科 
教  授  佐野 潔 
高齢者歯科学 
助教  有友たかね 
医療職員 
歯科衛生士 水上 美樹，西澤加代子，田中 祐子，久保山絵梨，菊池 真依， 
鈴木いずみ(4月～12月)，服部万記子（4月～12月） 
管理栄養士 尾関麻衣子 
言語聴覚士 高島 良代，橋本 久美 
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事務職員 
中山 和治，中角 浩之，前川 岳，町田 保子，栗崎 瑞季（4月～6月）， 
関口智恵美（7月～12月） 
 
大学院生 
仲澤裕次郎，礒田 友子，五十嵐公美，永島 圭悟，宮下 大志，加藤 陽子 
 
２．研究テーマ 
1) 摂食・嚥下リハビリテーション Dysphagia rehabilitation． 
2) 口腔ケア Oral health Care．  
3) 高齢者に対する歯科診療 Dental treatment for Elderly People．  
4) 歯科訪問診療  Home Visiting Dental Care．  
5) 咀嚼器官の運動障害が咀嚼機能に与える影響 Masticatory function affected by masticatory disorders 
with motor disorder．  
6) レット症候群の摂食機能 Feeding of Rett syndrome．  
7) コミュニケーション障害患者のリハビリテーション Speech and language therapy in communication 
disorders．   
8) 高次脳機能障害患者の社会復帰支援 Social problem for person with traumatic brain injury and their 
significant others．       
9) 誤嚥性肺炎と口腔ケア Aspiration pneumonia and oral health care．  
10) 障害児の摂食機能 Feeding function of disabled children．  
11) 小児の摂食機能の発達と障害 Development and disabilities of feeding in children．  
12) 子供の食の問題と母親の育児負担との関係 Relationship between children’s eating problem and 
mother’s parenting burder．  
13) 原始反射の再出現が摂食機能に与える影響 Effects of reappearance of primitive reflexes on eating 
function and prognosis．  
14) 口唇口蓋裂児の吸啜時の舌運動の解析 Analysis of tongue movements during sucking by infants with 
cleft lip and palate．  
15) 地域包括ケアシステムに対応可能な歯科医師育成プログラムの構築  Development of cultivation 
program for dentist for the regional comprehension system. 
 
３．今年度の研究上の特記すべき事項 
1) 老年歯科医学会課題講演優秀賞, 佐川敬一朗，矢島悠里，仲澤裕次郎，永島圭悟，宮下大志，田村
文誉，菊谷 武,2018年 6月 22日,健康高齢者の下顎運動経路のパターンと咀嚼能力，口腔機能との
関連. 
2) 2nd PLACE AWARD, Kumi Igarashi, Yuri Yajima, Hiroki Shindo, Hiroyasu Furuya, Keiichiro Sagawa, 
Fumiyo Tamura, Takeshi Kikutani, 2018年 7月 28日, Effects of dysphagia rehabilitation on functional status 
in elderly patients． 
3) The 2018 Annual Convention of the International Association of Orofacial Myology 審査員特別賞, 
Nagashima K, Tamura F, Kikutani T, 2018年 10月 7日,Evaluation of lip-closing strength in pediatric patients 
with Intellectual disability. 
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４．学位取得者 
1) 五十嵐公美，高齢者における摂食嚥下障害の現状と，2019年 2月 22日，日本歯科大学． 
2) 礒田友子，ダウン症児の捕食時口唇機能の発達，2019年 2月 22日，日本歯科大学． 
3) 仲澤裕次郎，摂食嚥下障害患者に対する舌筋力、骨格筋量、脳血流量を指標とした機能評価に関す
る研究，2019年 2月 22日，日本歯科大学． 
 
５．主催学会等 
1) 平成 30年度 日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック 摂食嚥下研修会，小金井宮
地楽器ホール，2018年 6月 5日，2018年 9月 27日，2018年 11月 5日，2019年 1月 22日，2019
年 2月 14日，日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック． 
2) 平成 30年度 TokyoEAT研修会，小金井宮地楽器ホール，2018年 4月 23日，2018年 10月 1日，
2019年 3月 7日，TokyoEAT． 
3) 平成 30年度 TokyoEAT ”食べるを支える”サポーター養成講座，日本歯科大学口腔リハビリテー
ション多摩クリニック，2018年 11月 6日，2018年 12月 18日，2019年 2月 5日，2019年 3月 12
日，TokyoEAT. 
4) 平成 30年度 日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック ”食べるを支える”かんたん
介護食教室，日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック，2018年 4月 13日，2018年 5
月 12日，2018年 6月 15日，日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック． 
5) 武蔵野歯科医師会研修会，日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック，2019年 1月 10
日，2019年 1月 31日，2019年 2月 7日，2019年 2月 28日，武蔵野歯科医師会． 
6) 小金井在宅歯科医療連携ネットワーク研修会，日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニッ
ク，2019年 2月 14日，日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック． 
7) 障害児にかかわる方向け研修セミナー食べるを支える～発達期障害の理解を深める～『摂食嚥下機
能の発達と障害』,日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック，2018年 6月 29日，11月
9日，2019年 2月 15日, 日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック. 
8) 第一回 小児在宅歯科医療研究会，エムワイ貸会議室 お茶の水，2018年 10月 21日，日本歯科大
学口腔リハビリテーション多摩クリニック. 
9) 東京オーラルマネジメント研究会 第 9回学術研修会，日本歯科大学生命歯学部九段ホール，2019
年 2月 24日，日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック． 
 
６．国際交流状況 
 平成 30年 8月 26日から 30日までアメリカシアトル大学においてグロハー教授の嚥下障害に関するレ
クチャーの受講並びに研究打ち合わせを行った現在当クリニックにおいて行っている咀嚼訓練食品を用
いた咀嚼嚥下評価システムの構築についてのディスカッションを行った 
 
７．外部・学内研究費 
1) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 基盤(C) (新規)，平成 30年～平成 32年，嚥下障
害患者の食行動モニタリングによる誤嚥性肺炎の予測，大石朋子，川口孝泰，今井哲郎，伊藤嘉
章，豊増佳子，菊谷 武，4,290,000円，1,040,000円． 
2) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 基盤研究(B) (新規)，平成 30年～平成 31年，機
械学習を用いた嚥下造影検査診断補助システムの開発，菊谷 武，川口孝泰，井出吉昭，
17,400,000円，1,340,000円． 
3) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 (新規)，平成 30年～平成 33年，小児期における口
腔機能発達評価指針作成のための調査研究，木本茂成，浅里仁，藤田茉衣子，田村文誉，
4,160,000円，800,000円． 
4) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 若手研究(B) （継続），平成 27〜30年度，軽度認
知症高齢者の食行動の異常に関する研究，小川賀子（代表），3,900,000円，650,000円． 
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5) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 若手研究(B) （継続），平成 29年～30年，脳血管
疾患患者へのニューロフィードバックを用いた摂食嚥下リハビリテーションの確立，元開早絵，
3,770,001円，1,820,000円． 
6) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 若手研究(B) （継続），平成 29〜30年度，小児口
腔ケアを対象とした新たな医療連携開発：エビデンス構築による医科との関係強化，山田裕之，
2,300,000円，1,170,000円． 
7) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 基盤(C) （新規），平成 30～33年度，高度医療受
療している小児在宅患者に対する遠隔診療を導入した口腔管理システムの構築，町田麗子，菊谷 
武，田村文誉，4,420,000円，1,430,000円． 
8) 平成 30年度日本歯科医学会 （新規），平成 30年度～平成 31年度，開口運動を用いた簡易な嚥
下機能評価について，戸原 玄，水口俊介，中根綾子，原豪 志，飯田貴俊，玉田泰嗣，戸原 
雄，500,000円． 
9) 平成 30年度厚生労働科学研究費補助金(障害者政策総合研究事業) (新規)，平成 30～平成 32年，
障がい者が快適な日常生活を営むための食事提供等の実態把握及び改善手法の検証等のための研
究，中村丁次，大和田浩子，藤谷朝実，笹田哲，杉山みち子，田村文誉，行實志都子，高田健
人，飯田綾香，6,000,000円，3,000,000円． 
10) 科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金 基盤(C) (継続)，平成 28年～平成 31年， 新たな摂
食嚥下機能プロトコールは早期加齢リスクのあるダウン症候群に有効か？，水上美樹，菊谷 武，
松山美和，田村文誉，520,000円，4,810,000円． 
11) 平成 30年度長寿科学政策研究事業（新規），平成 30～32年度，「嚥下造影および嚥下内視鏡を用い
ない食形態判定のためのガイドラインの開発」，藤谷順子，唐帆健浩，菊谷 武，柴田斉子，田沼直
之，寺本房子，藤島一郎，藤本保志，吉田光由，渡邊 裕，4,900,000円，200,000円． 
 
８．研究業績 
Ａ．著 書 
1) 田村文誉（分担執筆）：子どもの摂食嚥下の具体的なアセスメントの実際，藤谷朝実，堤ちはる，
杉山みち子，小山秀夫，103-114，子どもの「食べる楽しみ」を支援する，建帛社，東京，2018，
ISBN:978-4-7679-6194-1． 
2) 菊谷 武（分担執筆）：スマイルケア食編，「ヘルスケア・レストラン」栄養企画委員会，138-
143，国民の栄養白書 2018年度版 「大包括ケア時代」の在宅を生き抜く地域栄養経営の実践，
株式会社日本医療企画，東京，2018，ISBN：978-4-86439-736-0． 
3) 菊谷 武（分担執筆）：医科歯科連携，花田信弘，荻原芳幸，北川 昇，122-134，臨床歯科栄養
学ー歯科に求められる栄養の基礎知識ー，一般財団法人 口腔保健協会，東京，2018，ISBN:978-
4-89605-349-4． 
4) 田村文誉（分担執筆）：嚥下機能低下，一般社団法人日本老年歯科医学会，62-68，かかりつけ歯科
医のための口腔機能低下症入門，株式会社デンタルダイヤモンド社，東京，2019，ISBN:978-4-
88510-422-0． 
 
Ｂ．原 著 
1) 田村文誉，辰野 隆，蒲地史郎，鈴木健太郎，山田裕之，田中祐子，菊谷 武 (7th) (7 authors)：自
閉症スペクトラム症児者の保護者が感じている食の問題に関するアンケート調査，○障歯誌，
2018；39(2):126-136，doi.org/10.14958/jjsdh.39.126. 
− 199 −
  
2) Mitsuoka K, Miwa Y, Kikutani T, Sato I：Localization of CGRP and VEGF mRNAs in the mouse superior 
cervical ganglion during pre- and postnatal development，☆◎Eur J Histochem，2018；62(4):285-290，
doi:10.4081/ejh.2018.2976. 
3) Minakuchi S, Tsuga K, Ikebe K, Ueda T, Tamura F, Nagao K, Furuya J, Matsuo K, Yamamoto K, Kanazawa 
M (7th), Watanabe Y (8th), Hirano H (9th), Kikutani T (10th), Sakurai K(11th) (11 authors)：Oral hypofunction 
in the older population: Position paper of the Japanese Society of Gerodontology in 2016，
☆◎Gerodontology，2018；35(4):317-324，doi:10.1111/ger.12347. 
4) Furuta M, Takeuchi K, Adachi M, Kinoshita T, Eshima N, Akifusa S, Kikutani T (7th), Yamashita Y (8th) (8 
authors)：Tooth loss, swallowing dysfunction and mortality in Japanese older adults receiving home care 
services，☆◎Geriatr Gerontol Int，2018；18(6):873-880，doi:10.1111/ggi.13271. 
5) Watanabe Y, Arai H, Hirano H, Morishita S, Ohara Y, Edahiro A, Murakami M (7th), Shimada H (8th), 
Kikutani T (9th), Suzuki T (10th) (10 authors)：Oral function as an indexing parameter for mild cognitive 
impairment in older adults，☆◎Geriatr Gerontol Int，2018；18(5):790-798，doi:10.1111/ggi.13259. 
6) Tanaka T, Takahashi K, Hirano H, Kikutani T, Watanabe Y, Ohara Y, Furuya H (7th), Tetsuo T (8th), Akishita 
M, Iijima K (9th) (9 authors)：Oral Frailty as a Risk Factor for Physical Frailty and Mortality in Community-
Dwelling Elderly，☆◎J Gerontol A Biol Sci Med Sci，2018；73(12):1661-1667，
doi:10.1093/gerona/glx225. 
7) Igarashi K, Kikutani T, Tamura F：Survey of suspected dysphagia prevalence in home-dwelling older people 
using the 10-Item Eating Assessment Tool (EAT-10)，☆◎PLoS One，2019；14(1):e0211040，
doi:10.1371/journal.pone.0211040. 
8) Sagawa K, Furuya H, Ohara Y, Yoshida M, Hirano H, Iijima K, Kikutani T (7th) (7 authors)：Tongue 
function is important for masticatory performance in the healthy elderly: a cross-sectional survey of 
community-dwelling elderly，☆◎J Prosthodont Res，2019；63(1):31-34，doi:10.1016/j.jpor.2018.03.006. 
 
Ｃ．総説・解説 
1) 菊谷 武（単著）：高齢者の在宅医療の実際 在宅歯科診療，老年医学，76（5）:523-529，2018，
日本臨牀社． 
2) 田村文誉（単著）：食べる機能：食べ方（食行動）と外部観察評価（摂食機能），小児歯科臨床，
23（9）:28-33，2018，東京臨床出版． 
3) 菊谷 武（単著）：在宅において”食べる”を支える，日本在宅ケア学会誌，22（1）:34-39，2018，
一般社団法人日本在宅ケア学会（JAHC）． 
4) 田村文誉，水上美樹（共著）：小児の口腔機能発達評価マニュアルを応用した口腔機能発達の支援
～食べ方・栄養編～，日本歯科医師会雑誌，71（8）:45-53，2018，日本歯科医師会． 
5) 原 純也，佐川敬一朗，菊谷 武，丸山道生（共著）：誤嚥性肺炎予防のネットワーク 地域高齢
者が自分らしく生きる生活の実現をめざして TokyoEATの取り組み，地域栄養経営，1（1）:40-
44，2018，株式会社日本医療企画． 
6) 田村文誉（単著）：新しい授乳・離乳の支援ガイドについてー歯科からみた口腔機能発達とその支
援ー，小児科臨床，71（11）:163-169，2018，日本小児医事出版社． 
7) 菊谷 武（単著）：口腔機能低下に対する対応ー咀嚼障害に対する症型分類の提案ー，日本口腔リ
ハビリテーション学会雑誌，31（1）:1-4，2018，日本口腔リハビリテーション学会事務局． 
8) 児玉実穂（単著）：妊娠時の歯科治療の留意点，仙台会報，384:5-13，2018，一般社団法人 仙台
歯科医師会．  
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9) 浅野一恵，小城明子，近藤和泉，鈴木崇之，曽根翠，藤谷順子，水上美樹，向井美惠，弘中祥
司，武原 格（共著）：発達期摂食嚥下障害児（者）のための嚥下調整食分類 2018，日摂食嚥下リ
ハ会誌，2018；22(1):59-73，一般社団法人日本摂食嚥下リハビリテーション学会 
 
Ｄ．報告(臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等)・紀要 
1) 菊谷 武（単著）：「飲み込む力」鍛えて，日本経済新聞，5月 28日:15，2018． 
2) 菊谷 武，村田 碧，高島良代，有友たかね，角田愛美，十時久子（共著）：12ヶ月でこっそり習
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40) Tamura F, Yamada H, Kikutani T：Developmental problems concerning children’s oral function, based on a 
questionnaire administered to dentists and guardians The 2018 Annual Convention of the International 
Association of Orofacial Myology,2018. 
 
Ｇ．講 演 
（1）特別講演・シンポジウム等での講演 
1) 菊谷 武：「口から食べるための多職種連携」，日本口腔ケア学会総会・学術大会，シンポジウ
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ム，福岡県，2018年 4月 28日． 
2) 菊谷 武：「命を守る口腔ケア」，日本口腔ケア学会総会・学術大会，ランチョンセミナー，福岡
県，2018年 4月 28日． 
3) 菊谷 武，金城亜紀：口からたべることに対してのチームアプローチ，日本口腔ケア学会総会・
学術大会，シンポジウム，福岡県，2018年 4月 28日． 
4) 尾関麻衣子：高齢者の食を最期まで守る，日本老年薬学会学術大会，シンポジウム，東京都，
2018年 5月 13日． 
5) 田村文誉：「多職種による母子保健の推進～歯科からの提案～」多摩地区の地域連携例（在宅療養
児）について，日本歯科医師会，公開フォーラム，東京都，2018年 5月 20日． 
6) 田村文誉：「口腔機能発達不全症の考え方と小児の口腔機能発達評価マニュアルの見かた」食べ
方：外部観察評価（摂食機能），日本歯科医学会，歯科医師向け研修会，東京都，2018年 5月 27
日． 
7) 菊谷 武，市橋亮一：胃瘻を選ばない時代の“食べる”支援とリハビリテーション，日本プライマ
リ・ケア連合学会学術大会，インタラクティブセッション，三重県，2018年 6月 17日． 
8) 吉岡裕雄，田中祐子，山田裕之：障害児の摂食嚥下障害 現状と対応：－クリニックから在宅
へー「口腔リハビリテーション専門クリニックにおける摂食指導」，北信越障害者歯科臨床研究
会，シンポジウム，新潟県，2018年 7月 1日． 
9) 山田裕之：「障害児の摂食嚥下障害 現状と対応：－クリニックから在宅へ－，北信越障害者歯科
臨床研究会，シンポジウム，新潟県，2018年 7月 1日． 
10) 水上美樹：摂食嚥下障害児がかかえる偏食と感覚過敏の問題，日本摂食嚥下リハビリテーション
学会学術大会，パネリスト，宮城県，2018年 9月 8日． 
11) 田村文誉：心身障害児の経口摂取と栄養管理，日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，
パネルディスカッション座長，宮城県，2018年 9月 8日． 
12) 菊谷 武：「高齢者の誤嚥リスクと経口摂取への対策－栄養管理・経口摂取・リハビリを適切に進
めるために－」，日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，ランチョンセミナー，宮城県，
2018年 9月 9日． 
13) 菊谷 武：歯科と認知症，日本認知症予防学会，教育講演，東京都，2018年 9月 22日． 
14) 菊谷 武：「歯科領域における認知症予防」，日本人視聴予防学会学術集会，教育講演，東京都，
2018年 9月 22日． 
15) 田村文誉：子どもの口腔機能の発達を支援するために，日本歯科医学会，公開フォーラム，東京
都，2018年 9月 24日． 
16) 菊谷 武：高齢者医療と在宅医療、介護，特定非営利活動法人 口腔医科学会学術大会，特別講
演，東京都，2018年 10月 14日． 
17) 戸原 雄：口腔機能低下症について，都道府県地区校友会，学術講演，兵庫県，2018年 10月 27
日． 
18) 田村文誉：口腔機能発達不全症とは？，日本矯正歯科学会学術大会，サテライトセミナー，神奈
川県，2018年 10月 30日． 
19) 菊谷 武：地域包括ケアでの歯科医療、口腔機能・口腔リハビリテーションの展開，日本口腔リ
ハビリテーション学会学術大会，シンポジウム，兵庫県，2018年 11月 11日． 
20) 菊谷 武：在宅における摂食嚥下支援，日本静脈経腸栄養学会，シンポジウム，東京都，2019年
2月 14日． 
21) 菊谷 武：栄養管理と歯科医療，文部科学省課題解決型高度医療人材養成プログラム 健康長寿
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社会を担う歯科医学教育改革－死生学や地域包括ケアモデルを導入した医科歯科連携教育体制の
構築－，ランチョンセミナー，岡山県，2019年 2月 17日． 
22) 田村文誉：「子どもの「食べる楽しみ」を支援する-特別な配慮を必要とする栄養ケア・マネジメン
トのために-」子どもの摂食嚥下の具体的なアセスメントの実際，日本健康・栄養システム学会，
教育講演，東京都，2019年 3月 3日． 
23) 田村文誉：小児在宅医療における食支援、口腔ケア，日本医療マネジメント学会第 9回新潟県支
部学術集会，特別講演，新潟県，2019年 3月 16日． 
24) 田村文誉：特別支援学級および特別学校における口腔機能発達不全症に関する考え方，日本学校
歯科医会，シンポジウム，東京都，2019年 3月 24日． 
25) 田村文誉：子どもと保護者を支える「口腔機能発達不全症」の管理：食事相談の現状，日本歯科
医学会，パネルディスカッション，東京都，2019年 3月 31日． 
 
（2）講演会・研究会・研修会等での講演 
1) 菊谷 武：オーラルフレイル 口腔機能低下症について，愛媛県歯科医師会『学術講演会』，愛媛
県松山市，2018年 4月 8日． 
2) 菊谷 武：「生活期リハビリテーション」③摂食嚥下リハビリについて，第 1期「東京在宅医療
塾」，東京都千代田区，2018年 4月 14日． 
3) 元開早絵：「おいしく楽しく安全に食事をするために」，東京都立多摩桜の丘学園摂食嚥下研修
会，東京都多摩市，2018年 4月 24日． 
4) 元開早絵：摂食指導研修会，平成 29年度摂食指導研修会，都立多摩桜の丘学園保護者研修会，東
京都多摩市，2018年 4月 24日． 
5) 田中祐子：口腔ケアについて，デイセンターまなびや研修会，東京都調布市，2018年 4月 25日． 
6) 田中祐子，菊池真依：口腔ケア演習，デイセンターまなびや研修会，東京都調布市，2018年 5月
9日． 
7) 須釜槙子：おいしく楽しく食事をするために，たいよう福祉センター摂食指導研修会，東京都小
平市，2018年 5月 16日． 
8) 田村文誉：口腔機能発達不全症の臨床，平成 30年度昭和大学口腔衛生学部門勉強会，東京都品川
区，2018年 5月 17日． 
9) 佐々木力丸：やってみませんか？口から食べる楽しみをさせる「ミールラウンド」その実践方法
と栄養改善の効果について，第一回ケアフード大宮【高齢者向け】配食・食事関連サービス展示
商談会，埼玉県さいたま市，2018年 5月 23日． 
10) 水上美樹：口腔機能発達評価マニュアルの解説 Ⅰ食べる機能 栄養（体格），日本歯科医学会歯科
医療関係者向け研修会 口腔機能発達不全症の考え方と小児の口腔機能発達評価マニュアルの見
かた，東京都千代田区，2018年 5月 27日． 
11) 菊谷 武：知っていますか？オーラルフレイル－寝たきりにならないためのコツ、教えます－，
「歯と口の健康週間講演会」東京都立川市歯科医師会主催，東京都立川市，2018年 6月 2日． 
12) 菊谷 武：いつまでもおしく食べるためのお口と喉のケア・食べ方のコツなど，平成 30年度府中
市在宅療養市民講演会，東京都府中市，2018年 6月 2日． 
13) 菊谷 武：「歯科診療室で取り組む口腔機能低下症」，厚木歯科医師会学術研修会，神奈川県厚木
市，2018年 6月 7日． 
14) 水上美樹：発達期障害児・者における摂食機能療法の実際ー特に摂食嚥下訓練を中心としてー，
平成 30年度兵庫県歯科衛生士会定時総会後研修，兵庫県神戸市，2018年 6月 10日． 
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15) 佐川敬一朗：「日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類表の理解を深めた安全な食支
援を学ぶ，平成 30年度管内給食施設給食従事者研修会，栃木県鹿沼市，2018年 6月 15日． 
16) 佐川敬一朗：口腔ケア・誤嚥防止，介護老人保健施設花水木研修会，東京都調布市，2018年 6月
21日． 
17) 菊谷 武：『乳幼児および高齢者の食べ方支援～摂食・えん下の機能について～』，平成 30年度特
定給食施設栄養技術講習会，東京都北区，2018年 6月 28日． 
18) 菊谷 武：認知症高齢者の歯科検診について，すこやか歯科検診研修会，東京都世田谷区，2018
年 6月 29日． 
19) 尾関麻衣子：在宅患者向け嚥下調整食と食支援について，長野県栄養士会佐久支部研修会，長野
県佐久市，2018年 6月 30日． 
20) 古屋裕康：「摂食嚥下機能評価と VE検査の手順」，町田市歯科医師会摂食嚥下研修会，東京都町田
市，2018年 7月 1日． 
21) 菊谷 武：「オーラルフレイル口腔機能低下症について」，口腔相談支援センター第 1回地域医療
研修会，広島県福山市，2018年 7月 1日． 
22) 戸原 雄：「摂食嚥下困難患者の評価とリハビリ」，新潟病院・医科病院看護運営委員会講演会，
新潟県新潟市，2018年 7月 2日． 
23) 戸原 雄：摂食嚥下困難患者の評価とリハビリ，新潟病院・医科看護運営委員会主催研修会，新
潟県新潟市中央区，2018年 7月 2日． 
24) 児玉実穂：食べる機能の発達と障害，平成 30年度摂食研修～基礎編～，千葉県船橋市，2018年 7
月 4日． 
25) 尾関麻衣子：地域一体型 NST、歯科医師と管理栄養士の連携，女子栄養大学栄養学部実践栄養学
科 臨床栄養活動論，埼玉県坂戸市，2018年 7月 5日． 
26) 菊谷 武：「多職種連携による食支援について」，多職種連携に係る研修会，熊本県山鹿市，2018
年 7月 7日． 
27) 菊谷 武：「多職種で取り組む食支援について」，在宅歯科従事者研修事業，熊本県熊本市，2018
年 7月 8日． 
28) 町田麗子：食べる機能を育む，目黒区立油面小学校わかたけ学級職員研修会，東京都目黒区，
2018年 7月 10日． 
29) 児玉実穂：妊娠時の歯科治療の留意点，平成 30年度仙台歯科医師会学術講演会，宮城県仙台市，
2018年 7月 14日． 
30) 佐々木力丸：摂食嚥下の基礎知識，杉並区歯科医師会訪問医連絡会，東京都杉並区，2018年 7月
18日． 
31) 須釜槙子：食べる機能の支援，東京都立小金井特別支援学校 保健研修会，東京都小金井市，
2018年 7月 20日． 
32) 菊谷 武：摂食嚥下リハビリテーション総論①・評価方法とアプローチ，＜摂食嚥下リハビリ
テーション分野＞平成 30年度 初心者研修，東京都千代田区，2018年 7月 21日． 
33) 菊谷 武：口腔機能低下症について，在宅歯科医療推進研修会，福岡県福岡市，2018年 7月 21
日． 
34) 菊谷 武：「在宅栄養管理の実際：認知症、パーキンソン病、咀嚼の関係を知る」，生涯教育 医
療事業部実務研修「地域高齢者を支える栄養支援」急性期～退院支援 在宅につなぐ食支援」，福
岡県福岡市，2018年 7月 22日． 
35) 菊谷 武：知っていますか？『口腔機能低下症』歯科医院でオーラルフレイルをキャッチ＆ス
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トップ「歯科医院で気付く口腔機能低下症，平成 30年度福岡県歯科衛生士会生涯研修会，福岡県
福岡市，2018年 7月 22日． 
36) 山田裕之：口の健康づくり推進事業 〜摂食について〜，平成 29年度 東京都立清瀬特別支援学校 
教職員向け研修会，東京都小平市，2018年 7月 24日． 
37) 菊谷 武：摂食嚥下機能に係る最新情報，平成 30年度摂食嚥下機能支援事例検討会，東京都立川
市，2018年 7月 24日． 
38) 町田麗子：①食べる機能の発達と障害、②摂食嚥下機能障害の対応，東京都学校給食会形態別調
理講習会，東京都文京区，2018年 7月 24日． 
39) 町田麗子：「食べる機能の発達と障害」，平成 30年度都立学校給食調理業務委託形態別調理講習
会，東京都文京区，2018年 7月 24日． 
40) 児玉実穂：食べる機能の発達と摂食嚥下障害，平成 30年度摂食指導教職員研修会，東京都多摩
市，2018年 7月 27日． 
41) 児玉実穂：摂食機能の発達と障害特性をふまえた支援について，都立多摩桜の丘学園研修会，東
京都多摩市，2018年 7月 27日． 
42) 児玉実穂：「妊娠による口腔環境の変化と妊婦の口腔管理・歯科治療～マイナス１歳からの口腔管
理」，平成 30年度第 2回福島県歯科衛生士会研修会，福島県郡山市，2018年 7月 29日． 
43) 山田裕之：口の健康づくり推進事業 〜摂食について〜，平成 29年度 東京都立清瀬特別支援学校 
保護者向け研修会，東京都小平市，2018年 7月 31日． 
44) 高島良代，橋本久美：質問－応答関係とコミュニケーション，小金井特別支援学校教員向け夏季
レクチャー，東京都小金井市，2018年 8月 2日． 
45) 田村文誉：乳幼児期からの口腔機能発達の支援，食育・口腔機能研修会，神奈川県横浜市，2018
年 8月 2日． 
46) 戸原 雄：食べることを支えること，精神障がい者の摂食嚥下研修会，福岡県福岡市，2018年 8
月 4日． 
47) 田村文誉：歯科診療報酬改定からみた口腔機能発達不全症・口腔機能低下症について，全国歯科
衛生士教育協議会関東甲信越地区会協議会，東京都千代田区，2018年 8月 4日． 
48) 戸原 雄：食べることを支えること，九州精神科食べる機能改善研究会，福岡県福岡市中央区 ，
2018年 8月 4日． 
49) 須釜槙子：夏休み摂食嚥下研修会，東京都立小金井特別支援学校 教職員研修会，東京都小金井
市，2018年 8月 5日． 
50) 田村文誉：ダウン症児への摂食指導，ダウン症への理解と生涯発達をふまえたサポート －子育
てへのケアも含めてー，東京都江東区，2018年 8月 5日． 
51) 水上美樹：発達期障害に対する摂食嚥下障害の基礎知識ー食べる機能を理解して臨床に活かそ
うー，平成 30年度 第 3回専門的口腔ケア研修会，長野県安曇野市，2018年 8月 5日． 
52) 佐々木力丸：食べるを支える 入門編，特別養護老人ホーム 芳香苑職員勉強会，東京都江東
区，2018年 8月 8日． 
53) 菊谷 武：「地域で食べるを支えるということ－在宅支援からみえてきたもの－」，第 2回口腔ケ
アセミナー，沖縄県中頭郡，2018年 8月 19日． 
54) 田村文誉：発達障害児の食支援について，東京都市栄養士会研修会，東京都小金井市，2018年 8
月 20日． 
55) 菊谷 武：口腔・摂食嚥下，大妻女子大学家政学部管理栄養士スキルアップセンター，東京都千
代田区，2018年 8月 20日． 
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56) 町田麗子：食事外部観察評価，日本歯科衛生士会認定歯科衛生士セミナー，東京都文京区，2018
年 8月 25日． 
57) 菊谷 武：「お家へ行こう－口腔機能低下症と訪問診療－」，平成 30年度山形県在宅訪問診療歯科
医師等養成講習会，山形県山形市，2018年 8月 25日． 
58) 須釜槙子：食べる機能の支援とは，東京都立城北特別支援学校 教職員研修会，東京都足立区，
2018年 9月 3日． 
59) 佐々木力丸：食べるを支える 応用編，特別養護老人ホーム 芳香苑職員勉強会，東京都江東
区，2018年 9月 12日． 
60) 町田麗子：重症心身障害児(者)等のオーラルケア，平成 30年度訪問看護師等育成研修(レベルアッ
プ編)プログラム」，東京都新宿区，2018年 9月 14日． 
61) 田村文誉：在宅療養児のおうちにもいこう，新潟県歯科医師会認定障害者診療医を対象とした研
修会（アドバンスコース），新潟県新潟市，2018年 9月 16日． 
62) 菊谷 武：摂食嚥下について，調布市医師会多職種研修会，東京都調布市，2018年 9月 18日． 
63) 高橋裕久子，古屋裕康，相田里香，戸嶋哉寿男： 『食べる』を支える 〜そのお薬、ちゃんと飲
めていますか？〜 ，30年度 杉並区歯科医師会 摂食・嚥下機能支援推進事業事例検討会，東京
都杉並区，2018年 9月 20日． 
64) 菊谷 武："口から食べる"を支える，東京都慢性期医療協会看護部主催 H30年度研修会，東京都
新宿区，2018年 9月 20日． 
65) 児玉実穂：歯・口から考える食育，平成 30年度中原区栄養士等研修会，東京都川崎市，2018年 9
月 27日． 
66) 菊谷 武：歯科診療室で行える 口腔機能低下症診査，平成 30年度磐周歯科医師会学術講演会，
静岡県磐田市，2018年 9月 30日． 
67) 戸原 雄：「口からはじまる体の健康」～オーラルフレイルと口腔機能低下症～，健康フェスタ，
茨城県高萩市，2018年 9月 30日． 
68) 菊谷 武：歯科診療室で行える 口腔機能低下症診査，平成 30年度加茂歯科医師会学術講演会，
岐阜県賀茂郡，2018年 10月 4日． 
69) 菊谷 武：病態別摂食嚥下障害(中途障害の摂食嚥下障害)，平成 30年度認定歯科衛生士セミ
ナー，東京都文京区，2018年 10月 6日． 
70) 菊谷 武：摂食嚥下障害者への口腔管理と制度の理解，平成 30年度認定歯科衛生士セミナー，東
京都文京区，2018年 10月 6日． 
71) 菊谷 武：口腔機能低下症とは，平成 30年度介護対応研修会，福島県郡山市，2018年 10月 7
日． 
72) 菊谷 武：摂食嚥下について，平成 30年度東久留米市在宅医療・介護連携推進協議会主催多職種
研修会，東京都東久留米市，2018年 10月 11日． 
73) 菊谷 武：食べることに問題のある患者に歯科は何ができるのか，2018年度公益社団法人日本口
腔インプラント学会認定講習会，東京都港区，2018年 10月 13日． 
74) 菊谷 武：多職種連携とカテーテル管理，第 2期「東京在宅医療塾」，東京都千代田区，2018年
10月 13日． 
75) 菊谷 武：最新歯科トピック講演・オーラルフレイルと口腔機能低下症」，－超高齢者会における
歯科医師・歯科衛生士の使命を考える！－，東京都千代田区，2018年 10月 14日． 
76) 佐川敬一朗：認知症の対応 摂食嚥下機能評価の実際，済生会川口総合病院 研修会，埼玉県川
口市，2018年 10月 17日． 
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77) 戸原 雄：高齢者の楽しみは「食べること」の支援について，社会福祉法人多摩同胞会 緑苑施
設研修会，東京都府中市，2018年 10月 18日． 
78) 戸原 雄：口腔機能低下症について，島田・榛原歯科医師会主催学術講演会，静岡県島田市，
2018年 10月 20日． 
79) 佐川敬一朗："「チェアサイド オーラルフレイルの診かた」 
80) ～歯科医院で気づく対応する口腔機能～"，日本歯科衛生士会の生涯研修会，栃木県宇都宮市，
2018年 10月 21日． 
81) 戸原 雄：食べるを支えるということ，近畿地区会員大会，兵庫県神戸市，2018年 10月 27日． 
82) 田村文誉：口腔機能発達不全症について，平成 30年度食と健康フォーラム，三重県津市，2018年
10月 28日． 
83) 田村文誉：小児の摂食嚥下について，埼玉県市町村歯科衛生士協議会，埼玉県さいたま市，2018
年 10月 29日． 
84) 佐々木力丸：「食べる」を支える～摂食嚥下障害の見つけ方とその対応について～，「在宅医療・
ケア研究会」，東京都足立区，2018年 10月 29日． 
85) 田村文誉：知的障害の児童生徒の摂食嚥下への支援，都立墨田特別支援学校前項研修会，東京都
墨田区，2018年 10月 31日． 
86) 菊谷 武：共通言語として学会コード 2013の必要性について，東京都福祉協議会東京都福祉施設
協議会 墨東・城東ブロック栄養士会「地域連携を行うための学会基準コード 2013の理解」，東
京都葛飾区，2018年 11月 1日． 
87) 尾関麻衣子：食形態の調整，小金井摂食嚥下研修会，東京都小金井市，2018年 11月 5日． 
88) 田村文誉：口腔機能の発達と障害，平成 30年度栃木県歯科保健指導者講習会，栃木県宇都宮市，
2018年 11月 8日． 
89) 戸原 雄：「高齢者の摂食嚥下機能支援～在宅療養者の食べる、飲み込みを支援する～」，平成 30
年度摂食嚥下機能支援研修会，東京都福生市，2018年 11月 8日． 
90) 高島良代，橋本久美：言語発達と吃音，摂食嚥下研修会「食べるを支える」，東京都小金井市，
2018年 11月 9日． 
91) 田村文誉：小児の口腔機能発達とその問題，在宅歯科従事者研修事業に係る研修会①多職種連携
に係る研修会，熊本県葦北郡，2018年 11月 10日． 
92) 田村文誉：小児の口腔機能発達への支援 －口腔機能発達不全症や摂食機能障害への対応ー，在
宅歯科従事者研修事業に係る研修会②多職種で取り組む食支援アドバンスコース，熊本県熊本
市，2018年 11月 11日． 
93) 佐川敬一朗：摂食嚥下機能評価の実際 食支援における歯科の役割，栃木県日光市歯科医師会学
術講演会，栃木県日光市，2018年 11月 11日． 
94) 菊谷 武：口腔機能向上・ケア講座，平成 30年度品川福祉カレッジ口腔機能向上・ケア講座，東
京都品川区，2018年 11月 12日． 
95) 田村文誉：乳幼児の口腔発達と摂食，第 490回母子保健指導者研修会，東京都新宿区，2018年 11
月 13日． 
96) 菊谷 武：いつまでも口から食べるために，練馬区摂食嚥下研究会，東京都練馬区，2018年 11月
13日． 
97) 佐々木力丸：やってみませんか？口から食べる楽しみをさせる「ミールラウンド」その実践方法
と栄養改善の効果について，第一回ケアフード横浜【高齢者向け】配食・食事関連サービス展示
商談会，神奈川県横浜市，2018年 11月 14日． 
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98) 菊谷 武：「地域で考える摂食嚥下機能支援」，平成 30年度摂食嚥下機能支援事業，東京都府中
市，2018年 11月 15日． 
99) 戸原 雄：「在宅医療者の摂食嚥下機能支援～チームアプローチにむけて～」，平成 30年度「摂食
嚥下機能支援事例検討会」，東京都福生市，2018年 11月 15日． 
100) 戸原 雄：在宅医療患者の摂食嚥下機能支援～チームアプローチにむけて～，摂食嚥下機能支援 
事例検討会，東京都福生市牛浜，2018年 11月 15日． 
101) 菊谷 武：地域で”食べる”をささえる－在宅支援からみえてきたもの－，第 14回宮城栄養サポー
トチーム(NST)研究会，宮城県仙台市，2018年 11月 17日． 
102) 古屋裕康：「かむ力を高める、飲み込む力を高める」，小金井市デイサービス元気づくり拠点化事
業(サブスタッフ養成事業)」，東京都小金井市，2018年 11月 22日． 
103) 菊谷 武：咀嚼機能評価と地域連携，第 9回摂食嚥下リハビリテーションと栄養ケアセミナー 
ダブル改定を追い風にする嚥下調整食の地域連携～医療と介護をつなぐ物性の共通言語を築こう
～，東京都新宿区，2018年 11月 23日． 
104) 戸原 雄：摂食嚥下療法の知識 ここが大事，青森県歯科衛生士会三八支部研修，青森県八戸
市，2018年 11月 25日． 
105) 戸原 雄：「摂食嚥下機能療法の知識 ここが大事」，日本歯科衛生士会生涯研修(青森県歯科衛生
士会)，青森県八戸市，2018年 11月 25日． 
106) 菊谷 武：口腔ケアについて，平成 30年度江戸川区受託研修第 1回在宅医療・介護連携研修，東
京都江戸川区，2018年 11月 27日． 
107) 菊谷 武：歯っぴーライフで健口長寿に～オーラルフレイル～，元気一番！！フェスティバル，
東京都府中市，2018年 11月 29日． 
108) 菊谷 武：食形態をシームレスにつなぐこれからの地域医療連携の形，板橋区の地域連携を考え
る会，東京都板橋区，2018年 11月 30日． 
109) 菊谷 武：歯科医療機関での認知症の方への医療やケア・連携，平成 30年度歯科医師の認知症対
応力向上研修会，佐賀県佐賀市，2018年 12月 1日． 
110) 菊谷 武：安全な口腔機能管理を目指すための多職種との連携，平成 30年度摂食嚥下スペシャリ
スト養成研修会，佐賀県佐賀市，2018年 12月 2日． 
111) 佐川敬一朗：地域で食べるを支える 在宅における摂食嚥下障害を支援する取り組み，栃木県鹿
沼市歯科医師会 市民公開講座，栃木県鹿沼市，2018年 12月 9日． 
112) 菊谷 武：高齢者における口腔機能維持をめざして～オーラルフレイルと口腔機能低下症～，平
成 30年度東京都多摩府中保健所 摂食嚥下機能支援基盤整備事業，東京都府中市，2018年 12月
13日． 
113) 戸原 雄：「口からはじまる体の健康」～オーラルフレイルと口腔機能低下症～，平成 30年度口
腔に関する講演会，茨城県高萩市，2018年 12月 15日． 
114) 田村文誉：健康な口腔機能を維持するために，平成 30年度東京都歯科口腔保健推進事業「口腔機
能維持・向上講演会」，東京都千代田区，2018年 12月 16日． 
115) 田村文誉：ケースを通して学ぶ～食べる機能の発達と支援～，わかくさ学園研修会，東京都東久
留米市立，2018年 12月 26日． 
116) 田村文誉：小児の口腔機能発達の支援，平成 30年度口腔保健指導者研修会，岐阜県岐阜市，2019
年 1月 10日． 
117) 田村文誉：食べるしくみについて・誤嚥と誤嚥性肺炎について，食べる力を育む支援講座，東京
都墨田区，2019年 1月 13日． 
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118) 山田裕之：「摂食・嚥下障害児への支援」，地域母子保健 7．「地域栄養活動～妊産婦から子ども
～」，東京都港区，2019年 1月 18日． 
119) 田村文誉：脱感作と口腔ケア，東京療育ネットワーク摂食指導ワーキンググループ第 3回講習会
「摂食指導リーフレットに基づいた摂食訓練の実際」，東京都府中市，2019年 1月 19日． 
120) 戸原 雄：「口腔機能発達不全症・口腔機能低下症について」～臨床現場で活躍する歯科衛生士が
できること～，千葉県歯科衛生士会主催新春セミナー，千葉県千葉市，2019年 1月 20日． 
121) 戸原 雄：「口腔機能不全症と多摩クリニックの現況について」，埼玉県日本歯科大学校友会平成
31年新年会学術講演会，埼玉県さいたま市，2019年 1月 27日． 
122) 菊谷 武：大量介護時代とインプラント－在宅と診療室をつなぐ新時代への提言－，東京医科歯
科大学歯科同窓会，東京都文京区，2019年 1月 27日． 
123) 戸原 雄：「口腔機能不全症と多摩クリニックの現況について」，埼玉県日本歯科大学校友会平成
31年新年会学術講演会，埼玉県さいたま市，2019年 1月 27日． 
124) 水上美樹：子どもの食べる機能はどうやって育つの？食べ方が下手な子には理由がある，小金井
市発達センターきらり講演会，東京都小金井市，2019年 1月 29日． 
125) 佐川敬一朗：認知症の対応 摂食嚥下機能評価の実際，済生会川口総合病院 認知症ケア加算研
修会，埼玉県川口市，2019年 1月 30日． 
126) 菊谷 武：「口腔機能低下症について」，公益社団法人茨城県歯科医師会介護保険講習会，茨城県
水戸市，2019年 2月 3日． 
127) 町田麗子：摂食嚥下機能とその障害～嚥下機能を育む～ 東京都特別区職員歯科衛生士会研修会，
東京都千代田区，2019年 2月 4日． 
128) 菊谷 武：地域で”食べる”をささえる，仙台歯科医師会学術講演会，宮城県仙台市，2019年 2月
9日． 
129) 菊谷 武：摂食嚥下障害の外部観察による咀嚼機能評価法，一般社団法人日本在宅栄養管理学会
東北・関東・甲信越ブロック大会，東京都千代田区，2019年 2月 10日． 
130) 菊谷 武：「くちの終い方」～寝たきり・認知症になる前にしておくこと、なったらすること～，
平成 30年度第 2回 8020運動推進員スキルアップ研修，神奈川県厚木市，2019年 2月 18日． 
131) 戸原 雄：摂食嚥下障害への対応法，日本歯科大学新潟病院摂食嚥下研修会，新潟県新潟市中央
区，2019年 2月 22日． 
132) 尾関麻衣子：（仮）在宅におけるオーラルマネジメント～管理栄養士の立場から～，東京オーラル
マネジメント研究会 第 9回学術研修会，東京都千代田区，2019年 2月 24日． 
133) 菊谷 武：口腔機能低下症について，平成 30年度輝生会研究発表会，東京都台東区，2019年 2月
25日． 
134) 尾関麻衣子：噛む・飲み込むが困難な人の食事，小金井市介護職員現任研修，東京都小金井市，
2019年 2月 28日． 
135) 戸原 雄：摂食嚥下障害への対応法，施設内研修会，東京都清瀬市，2019年 3月 1日． 
136) 児玉実穂：妊婦の歯科治療の留意点，江戸川区歯科医師会研修会，東京都江戸川区，2019年 3月
4日． 
137) 町田麗子：食べる・飲む機能の発達～摂食嚥下機能を育む～練馬区保健所従事歯科衛生士向け研
修会，東京都練馬区，2019年 3月 4日． 
138) 田村文誉：小児の口腔機能発達をみるために，GCセミナー，東京都文京区，2019年 3月 7日． 
139) 菊谷 武：多職種連携によるミールラウンドの実際，一般社団法人日本老年歯科医学会学会主催
高齢者医療臨床研修会，福岡県福岡市，2019年 3月 24日． 
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140) 尾関麻衣子：おうちでできる簡単介護食，かんたん介護食教室，東京都小金井市，2018年 4月 13
日，5月 11日，7月 6日，9月 28日，10月 19日，11月 16日，12月 14日，2019年 1月 18日，2
月 22日，3月 29日． 
141) 町田麗子：「摂食指導について」児童の実態に即した介助の方法を考える，目黒区立油面小学校 
わかたけ学級職員研修，東京都目黒区，2018年 5月 10日，6月 4日，7月 2日，7月 10日． 
142) 尾関麻衣子：「高齢者が食べやすい食形態を学ぼう！～低栄養を防ぐ食事の工夫～」，健康づくり
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